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　このたび紹介するのは、大阪市立大学恒藤記念室が所蔵する大正五年十月二十七日付の石田
幹之助芥川龍之介宛絵葉書一通である。
　周知の通り、東洋学の権威として知られる石田幹之助は、第一高等学校および東京帝国大学
在学中、芥川龍之介や井川（恒藤）恭らと知り合い、様々な影響を与えあった人物である。氏
は大正五年十月に大学を卒業すると、文科大学長の上田万年に従い、学術調査のため中国へ出
張。翌年八、九月にも再び出張し、岩崎久弥の委嘱でモリソン文庫を引き取り、後年このモリ
ソン文庫の資料、建物、資金などを継承した財団法人・東洋文庫の主任として、同文庫の発展
に尽力していく事になる。
　今回の絵葉書は、大正五年十月二十七日付となっているので、石田がちょうどそのようにし
て大学卒業後、中国へ渡った時の消息を伝えるものとなる。以下、資料の写真紹介と翻刻をし
たい。
≪資料紹介≫
「石田幹之助芥川龍之介宛絵葉書」翻刻
　　　
早　澤　正　人
石田幹之助芥川龍之介宛絵葉書
大正五年十月二十七日付（大阪市立大学恒藤記念室所蔵）
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　翻字凡例
　一、漢字は現代常用漢字に直して翻刻した。
　一、仮名遣い、句読点などは原文に従った。
　一、改行されている部分には／を入れた。
　（消印）判読不能。
　（表）「東京府下／北豊島郡瀧□川村／田端四三五／芥川龍之介様」
　　　　「On　board　S.S. ／ Harbin　Oct. 27 ’16 ／ M.Ishida」
　（裏）　「大連に安着／いたしました。／京都で井川／君を訪ねまし／た／が生憎いき／ちが／
ひ／にな／りまし／た。／宜敷／御願ひいたし／ます。／もう大分寒いので／閉口です
埠頭か／ら見た大連は、たヾ／だヾっぴろいばかりで／更に充実した、緊張した／感じ
がありません」
　翻刻者注： とあるのは判読不能のため翻刻せず「□」と記した。（正式には「野」）
　絵葉書は「大阪商船株式会社　はるびん丸 OSAKA　SHOSEN　KAISHA　S.S.“HARBIN 
MARU”」と印字された私製はがき、切手は一銭五厘切手で、大きさ 1010mm（縦）×910 ㎜（横）。
ペン字で記された資料になる。
　内容としては、大連に到着したが、ただ寒いばかりで何の感慨もないという事を伝えたもの。
もっとも「井川（注・恒藤）君を訪ねましたが生憎いきちがひになりました」「宜敷御願ひい
たします」などとあるように、絵葉書は芥川だけでなく恒藤への挨拶ともなっている。芥川宛
の絵葉書を恒藤恭が保管していたのは、かかる事情により、当書簡が何らかの形で芥川の手か
ら恒藤へと渡ったためと考えられる。　
　ところで、石田幹之助による芥川龍之介関係書簡は、もちろんこの一通だけではない。『芥
川龍之介全集　第十七～十九巻』（岩波書店　平成九年三月～六月）では、芥川の石田宛書簡が、
全部で六通翻刻されている。内容は漢文・漢詩などに関するものが目につき、例えば大正四年
八月二十四日付石田幹之助宛書簡では「冷巷人稀暮月明。秋風蕭索満空城。関山唯有寒砧急。
搗破思郷万里情。」（冷巷人稀にして暮月明らかなり。秋風蕭索として空城に満つ。関山唯寒砧
の急なるあり。搗破す思郷万里の情。）という漢詩が送られ（1）、大正五年五月二日付石田幹之
助宛書簡でも「（１）諸城とは支那のどの辺の町にや　（２）挙人淄川教諭とは何の事にや　（３）
陞鰲山衛教授涇県知事とは、鰲山衛の教授にして兼任涇県の知事たりしものにや　鰲山衛とは
何の名にや」と漢語について質問されている（2）。
───────────────────────────────────────────────
　（1）　『芥川龍之介全集第十七巻』（岩波書店　平成九年三月）
　（2）　『芥川龍之介全集第十八巻』（岩波書店　平成九年四月）
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　石田自身の回想によれば、芥川の漢文に関するこうした質問はよくあったそうで「秋山図」
（初出「改造」大正十年一月）を発表する際も、字句の解釈や地名・官職名などについて何度も
確認してきたり、「酒蟲」（初出「新思潮」大正五年六月）という小説を書く時も、典拠「聊斎志
異」の本文について疑義を質し、「長山といふのは島だつていふことを君から聞いてよかつたよ。
もう少しで山にしちまふ所だつた」などと述べていたという。（ちなみに、石田によれば、「聊
斎志異」は、当時の日本では、全く知られていない無名の古典だったそうである。）ほか「杜
子春」（初出「赤い鳥」大正九年七月）なども、石田幹之助が提供した題材によったとされている（3）。
　いずれにせよ、芥川龍之介の中国を舞台にした歴史小説の背景に、こうした石田の影響があっ
たことは大きい。芥川龍之介が石田幹之助との交友の中から学んだものとは何か。そうした問
題に着目した研究は、まだこれからという印象である。今回の絵葉書は、単に学識のレベルだ
けでなく、私生活のレベルも含めて、石田幹之助との交流関係を捉えていく上で、価値ある資
料といえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はやさわ　まさと・仁川大学校助教授）
───────────────────────────────────────────────
　（3）　『石田幹之助著作集１』（六興出版　昭和六十年十月）
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